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あるような球面 S 2、トーラス（浮き輪形の表面） T  2、
平面 R 2、円板 D 2である。このうち、球面 S 2とトー
ラス T  2は「閉多様体 closed manifold」と呼ばれる。
これらが「図形」であることは、理解しやすいだろう。






























































































を「局所座標 local coordinates」、そして点 pの周辺



























































































































































































































































































































いられているようだが（ベルクソン, 2010: i; ドゥルーズ, 
1992: 266, 501）、『岩波　数学辞典　第4版』によれば






























8） 水津が、「高次元ユークリッド空間 RN に M p をうめこん





































































































































H.ベルクソン, 田島節夫訳 1999. 『物質と記憶《新装復刊》』. 白
水社、301頁＋xii
H.ベルクソン, 竹内信夫訳 2010. 『新訳ベルクソン全集1　意
識に直接与えられているものについての試論』. 白水社、
229頁＋xvii
G.ドゥルーズ, 財津理訳 1992. 『差異と反復』. 河出書房新社、
525頁＋xxi




金田章裕 1996. 水津一朗先生の御逝去を悼んで. 人文地理48-
5: 424-426
小磯憲史 2011. 微分幾何学. 数学セミナー 50-6: 30-34
小島定吉 2004. ポアンカレ予想と20世紀トポロジーの進展. 
数学セミナー 43-12: 46-50
小島定吉 2014. 幾何学の発想―その変遷. 数理科学609: 5-6





ジー. 中村和郎・岩田修二編 『地誌学を考える』所収: 104-
121
D.マッシー、森正人・伊澤高志訳 2014. 『空間のために』. 月
曜社、437頁
森正人 2014. 訳者解題　ポスト人間中心主義の空間. D. マッ
シー, 森正人・伊澤高志訳 『空間のために』所収: 390-401
森村修 2009. 多様体と微分法―田邊元の「多様体の哲学」
（2）：「多様体の哲学」の異端的系譜（2）.異文化10: 87-129




森田茂之 2011. 位相幾何学と多様体論. 数学セミナー 50-6: 
13水津一朗の「多様体の地理学」について
26-29
野澤秀樹 1996. 紙碑　水津一朗先生の逝去を悼む. 地理学評
論69-11: 916




遠城明雄 1998. 「場所」をめぐる意味と力. 荒山正彦・大城直樹
編 『空間から場所へ―地理学的想像力の探求』所収: 226-
236
B.リーマン, 菅原正巳訳 2013. 幾何學の基礎をなす仮説につ
いて. B.リーマン, 菅原正巳訳 『幾何学の基礎をなす仮説に
ついて』（ちくま学芸文庫）所収: 15-37





水津一朗 1977. 地理学と社会学との接点. 地理22-1: 33-47
水津一朗 1978a. 地理学と非ユークリッド空間―トポロ
ジー地理学への道. 地理23-1: 42-51
水津一朗 1978b. 行動空間とトポロジー―位相地理学試論. 
人文地理30-1: 1-16
水津一朗 1982. 『地域の構造―行動空間の表層と深層』. 大
明堂、v＋258頁
水津一朗 1983. 文化景観のコード―「間」の地理学. 京都大
学文学部地理学教室編 『空間・景観・イメージ』所収: 207-
249
水津一朗 1987. 『景観の深層』. 地人書房、302頁
角大輝 2008. 次元. 数学セミナー 47-6: 36-39
碓井照子 1995. GIS研究の系譜と位相空間概念. 人文地理47-
6: 562-584
